
 
 
 
 研究結果  
 
 研究タイトル： 
 「日本とベトナムにおける漢字・漢文の受容過程に関する比較研究」 
 
 本研究は、日越の漢字・漢文に纏わる諸問題（漢字文化の直接的受容、漢文訓読、

国字など）の考察を通じて、日本とベトナムにおける漢字・漢文受容の共通点を明
らかにすることを目的としている。 

 
 2007年9月10日から17日まで、日本を訪問し、次のような研究調査を行った。 
 
ア．首都大学東京を拠点として、まず、首都大学東京の清水政明准教授にテーマにつ

いて意見を仰ぎ、日越の漢字の受容歴史と両国の漢字の差異について意見を交換
した。また、首都大学東京大学で資料調査を行い、『日本語の世界』4「日本の
漢字」、『日本漢字音の歴史』などを入手した。 

 
イ．二松学舎大学を訪問し、漢字と漢文学の専門家佐藤進教授と町泉寿郎教授にテー

マについて意見を仰ぎ、また、漢字、漢文学に関する情報を交換し、共同研究の
場を設け、研究ネットワークを構築するべく準備作業を行った。    

 
ウ．早稲田大学を訪問し、漢字と漢文学の専門家笹原宏之教授と漢字、漢文学に関す

る情報を交換し、テーマについて意見を仰いだ。 
 
 帰国後、日本での収集した資料を講読し、ベトナムにおける漢字・漢文の受容過程

について検討し、日本と同様漢文訓読に関する資料を収集し、比較研究を進めてい
る。現時点での暫定的な見解の概要は以下の通りである。 

 
1．地理的に中国と接し漢字との出会いを繰り返すうちに、ベトナム人は日本人のよ

うにベトナム語を表記するために漢字及びベトナム製の漢字（日本の国字に相当
する）が使われた。しかし、紀元10世紀における中国からの独立以降、中国語の
音韻変化の影響をそれほど強く受けることなく、独自の漢字音形成の道を歩んだ
。また、ベトナムの漢文の中には、いわゆる正規の漢文以外に日本の漢字仮名交
じり文同様、漢字「字哺」交じり文とも呼ぶべき変体漢文が存在する。また、日
本のように、漢字の字義をベトナムでも引伸し、派生させたり転化させて用いた
跡が見られる。例えば、漢字の「仔細」は、ベトナム語では「親切な」ことを意
味する。 

 
2．漢字にベトナム語を当てて読むことは古くから行われてきたため、日本の「訓」

と「訓読」のようにベトナムの漢文訓読を定着させることとなった可能性が否定
できない。漢字の「山」を例にとると、日本の「サン」のようにベトナム語で 

「son」と発音され（「漢越音」）、それが「音」である。「義」はまた日本の「
やま」と同様「nui」という。つまり、漢字の意味するところ、それが「義」であ
る。ベトナム人が漢字を学習する際には、今も昔も字形を習い、ついで字音と字
義とを習うという順序であったに違いない。そして、その字義を母語で説いてい
るものが、やがて「訓」となって、社会的に固定する。それは、一時的で自由な
懇意的表現ではない。漢字「字哺」交じり文を検討すると、歴史段階を経ても、
「山」を「nui」と読むのが社会的に固定して、自由に変更できるものではないが
、「訓読」の中には、どれが前漢越音（古漢越音の音と意味をかりたもの）か、
どれが訓読で読まれた音（漢字の意味のみを借りたもの）のか、などの区別が非
常に困難である。さらに、ベトナム漢文の「訓読」の適用範囲に関する、歴史音
韻学的あるいは理論的な研究という非常に難しい課題も残されていると言わざる
をえない。 
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